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Ⅰ．環境経営と環境会計
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企業活動による環境汚染

大気汚染

水質汚濁

騒音

地盤沈下

悪臭

土壌汚染

←工場からの排煙

←工場からの廃水

←工場の操業時騒音

←地下水の汲み上げ

←石油化学工業、紙・パルプ
製造業等の操業

←排水に含まれる有害物質

環境汚染 環境を配慮した経営

要請される
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環境経営とは

従来の経営＝｢収益性重視の経営」

環境経営＝「環境を考慮する経営」

＋

環境保全活動を企業経営へ取り込む

＝

環境保全とは、環境負荷（環境に与えるマイナスの
影響）の発生の防止、抑制又は回避、影響の除去、

発生した被害の回復をすること
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環境保全の内容

●地球環境保全

・地球全体の温暖化またはオゾン層破壊の進行、海洋の汚染等
に係る環境保全

●資源循環

・環境汚染を起こす化学物質の使用削減、 廃棄物の発生抑制、
使用済み製品等の再利用、様々なレベルでのリサイクル推進、廃
棄物の適正処理に係る環境保全

●公害防止

・大気の汚染、水質の汚濁、土壌の汚染、騒音、振動、地盤の沈
下及び悪臭等に係る環境保全

●その他の環境保全
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貨幣・数量で測定した企業
の行う環境保全活動の外部
報告用の情報を提供

環境経営

環境経営における環境会計の役割

環境保全活動

環境会計

環境保全活動に関する投
資決定・原価管理・業績評
価等に役立つ情報を提供

外部環境会計 環境管理会計
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外部環境会計と環境管理会計
の特徴

目的 手法 環境コスト
の範囲

外部環境
会計

情報開示 標準化を指
向

環境保全コ
スト

環境管理
会計

内部管理
全般

目的に応じ
て多様

目的に応じ
て拡張可能

出所）マテリアルフローコスト会計:中嶌・國部（2008)
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Ⅱ．外部環境会計
－環境会計ガイドラインの概要－
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外部環境会計とは

• 目的
環境保全のためのコストとその活動の効

果を貨幣・物量で測定、伝達すること

• 対象期間
原則は事業年度

• 処理方法
環境会計ガイドラインに基づいて処理

• 公表の媒体
環境報告ガイドラインに基づき作成された

環境報告書に記載
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貨幣単位 物量単位

環境
保全効果

環境
保全コスト

環境保全
対策に伴う
経済効果

外部環境会計の枠組み

（「環境会計ガイドライン」の一部を修正）

外部環境会計
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外部環境会計の構成要素

• 環境保全コスト

環境への負荷を低減させること等を目的とした投資や
コストのことで、貨幣単位で測定したもの

• 環境保全効果

環境への負荷を低減させること等を目的とした取り組
みの効果を物量単位で測定したもの

• 環境保全対策に伴う経済効果

環境保全対策による企業利益への貢献であり、貨幣
単位で測定したもの
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環境保全コストの分類と内容

分 類 内 容
事業エリア内コスト 主たる事業活動により事業エリア内で生じる

環境負荷を抑制するための環境保全コスト

上・下流コスト 主たる事業活動に伴ってその上流又は下流
で生じる環境負荷を抑制するための環境保全
コスト

管理活動コスト
管理活動における環境保全コスト

研究開発コスト 研究開発活動における環境保全コスト

社会活動コスト 社会活動における環境保全コスト

環境損傷対応コスト 環境損傷に対応するコスト

その他コスト その他環境保全に関連するコスト

事業活動に応じた分類
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環境保全効果の環境パフォーマンス指標
• 事業活動に投入する資源に関する環境保全効果

①総エネルギー投入量（Ｊ）

②特定の管理対象物質投入量（ｔ）

③水資源投入量（㎥）

• 事業活動から排出する環境負荷及び廃棄物に関する環
境保全効果

①温室効果ガス排出量（t-CO2）

②特定の化学物質排出量・移動量（ｔ）

③廃棄物等総排出量（ｔ）

④総排水量（㎥）

• 事業活動から産出する財・サービスに関する環境保全
効果

①使用時のエネルギー使用量（Ｊ）

②使用時の環境負荷物質排出量（ｔ）

③廃棄時の環境負荷物質排出量（ｔ）

④回収された使用済み製品、容器、包装の循環的使用量（ｔ）

• その他の環境保全効果
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環境保全効果の測定

環境保全効果＝基準期間の環境負荷の総量

－当期の環境負荷の総量

・基準期間は、通常は、前年
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環境保全対策に伴う経済効果の測定

• 実質的効果

確実な根拠に基づいて算定される経済効果

収益－例．使用済み製品のリサイクルによる売却益

費用削減－例．廃棄物の減少による廃棄物処理費

• 推定的効果
仮定的な計算に基づいて推計される経済効果
収益－例．環境保全投資による追加的収益
費用削減－例．環境損傷の予防による損害賠償費

用の回避額
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環境報告書の記載内容

（１）基本的項目

（２）環境マネジメント等の環境経営に関する状況
（ここに環境会計情報を記載）

（３)  事業活動に伴う環境負荷及びその低減に向
けた取組の状況

（４）環境配慮と経営との関連状況

（５）社会的取組の状況
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Ⅲ．環境管理会計
－マテリアルフローコスト会計を中心に－
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環境管理会計とは何か

A マテリアルフローコスト会計（ＭＦＣＡ）

B ライフサイクルコスティング

C 環境配慮型設備投資決定

D 環境配慮型原価企画

E 環境予算マトリックス

F 環境配慮型事業評価

環境管理会計の主要な手法

・環境管理会計とは、環境保全活動に関する投資
決定・コスト管理・業績評価等に役立つ情報を提供

するための仕組みのこと
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環境管理会計手法の関係

環境管理会計手法ワークブックより
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伝統的原価計算

問題

生産工程

インプット

原材料 1000円

加工費 600円

アウトプット

製品1個 ? 円

出所）中嶌・國部（2008）

生産工程

インプット

原材料 1000円
（100Kg)

加工費 600円

アウトプット
（80Kg)

製品 ?円

原材料 ? 円

加工費 ?  円

廃棄物 ?  円 （20Kg)

原材料 ? 円

加工費 ?  円

マテリアルフローコスト会計
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伝統的原価計算

マテリアルフローコスト会計の計算

生産工程

インプット

原材料 1000円

加工費 600円

アウトプット

製品1個 1600円

出所）中嶌・國部（2008）

生産工程

インプット

原材料 1000円
（100Kg)

加工費 600円

アウトプット
（80Kg)

製品 1280円

内訳

原材料 800円

加工費 480円

廃棄物 320円 （20Kg)

内訳

原材料 200円

加工費 120円

マテリアルフローコスト会計
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MFCAをベースにした損益計算書

出所:環境経済産業省管理会計（マテリアルフローコスト会計：ＭＦＣＡ）について
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マテリアルフローコストイメージ図

出所マテリアルフローコスト会計手法導入ガイド
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マテリアルフローコスト会計とは

目的：廃棄物削減による

１．資源の保護とコスト削減

２．資源生産性の向上と環境負荷の低減

特徴

製造工程におけるマテリアル（原材料）のフロ－
とストックを

・工程（物量センター）ごとに

・正の製品と負の製品（ロス）に分け

・金額と物量で把握する
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マテリアルフローコスト会計にお
けるコスト要素

• マテリアルコスト
原材料にかかわるコスト

• システムコスト

加工費（労務費、減価償却費等）

• 廃棄物配送／処理コスト

廃棄物の配送、処理するためのコスト
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マテリアルフローコスト会計事例１

出所:環境経済産業省管理会計（マテリアルフローコスト会計：ＭＦＣＡ）について

（日東電工）
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マテリアルフローコスト会計事例２

出所:環境経済産業省管理会計（マテリアルフローコスト会計：ＭＦＣＡ）について

（キャノン）
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マテリアルフローコスト会計は、問題点を見える
化するツール

マテリアルフローコスト会計によ
る改善

改善課題の抽出、整理

ＭＦＣＡでロスとその大きさが見える

課題の設定・解決
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MFCAの活用例



31

参考文献・参考ＵＲＬ

・『マテリアルフローコスト会計』
中嶌道靖・國部克彦（2008） 第2版、日本経済新聞社

・『環境経営・会計』
國部克彦・伊坪徳宏・水口剛（2007） 有斐閣アルマ

・環境報告ガイドライン
http://www.env.go.jp/policy/report/h19-02/index.html

・環境会計ガイドライン2005年版

http://www.env.go.jp/policy/kaikei/guide2005.html

・環境調和産業推進室－マテリアルフローコスト会計
http://www.meti.go.jp/policy/eco_business/sonota/policy1-01.html#mate


